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海上交通の要衝として、物資や文化の往来の窓口である神戸港とともに

発展 してきた神戸市は、今年開港140周年を迎えました。

兵庫津遺跡は、兵庫区の湾岸部一帯に広 く所在する遺跡です。兵庫津は

古 くは大輪田泊と呼ばれて、瀬戸内海航路の重要港として栄え、また、対

外貿易の国際港 としての側面を持ち、「みなと神戸」の原点ともいえる歴

史を有 しています。

今回の発掘調査は、民間マンション建設に伴うもので、調査の結果、兵

庫津の歴史の一端を垣間見る資料が確認されました。本書が地域の歴史所

究、あるいは文化財の保護、普及啓発の資料として、市民の皆様をはじめ、

多くの方々に広く活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査ならびに報告書の作成にご協力いただき

ました、事業主である生和ホームズ株式会社をはじめ、関係諸機関に対し、

厚 く御礼申し上げます。

平成20年 3月

神戸市教育委員会



ロ

本書は、神戸市兵庫区西仲町445で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書である。

現地における調査は、平成18年 8月 28日 から平成18年 11月 28日 の期間で実施 し、神戸市教育委員会文化財課

阿部 功が担当した。遺構図の作成は、株式会社アコー ドに委託 した。一部の遺構図・調査区土層断面図の

作成、ならびに地上写真撮影は阿部が行なった。

遺物整理作業は、平成19年度に神戸市埋蔵文化財センターにおいて実施 し、文化財課 黒田恭正、阿部が担

当した。遺物写真の撮影については独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所 牛嶋 茂氏の指導の下、

西大寺フォト 杉本和樹氏が行なった。金属製品の実測、清書作業は藤井珠美が行なった。

本書に掲載 した位置図は、神戸市発行の2,500分 の 1地形図「神戸駅」、「兵庫」、「高松・苅藻沖」を使用 した。

本書に用いた方位・座標は、平面直角座標系第V系 (世界測地系)で、標高は東京湾中等潮位 (T,P。 )で示 した。

本書の執筆は、「第 3章」を丸山真史氏 (京都大学大学院)、 松井 章氏 (独立行政法人国立文化財機構奈良

文化財研究所)よ り、玉稿を賜った。「第 2章第 8節」は、文化財課 中村大介の助言の下、阿部が執筆 し

た。これ以外は阿部が担当し、編集を行なった。出土遺物ならびに図面 。写真は、神戸市埋蔵文化財セン

ターに県管 している。

発掘調査の実施ならびに本書の刊行に際しては、事業主である生和ホームズ株式会社に多大なるご協力をい

ただいた。記 して感謝を申し上げます。

現地での調査、本書の作成については下記の方々にご教示を頂いた。記 して深謝を申し上げます。

赤松和佳 高久智広 問屋真一 橋詰清孝 藤本史子 (五十音順敬称略)
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第 1章 はじめに

第 1章 はじめに

第 1節 兵庫津遺跡の立地と歴史的環境

(1)遺跡の立地
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兵庫津遺跡は、神戸市兵庫区南部の」R兵庫駅からJR和田岬駅付近一帯に広範囲に

拡がる、兵庫の港と港町を中心とする奈良時代から近世にかけての遺跡である。昭和60

年度 (1985)の第 1次調査実施以来、これまでに40次 を超える調査が行なわれている。

兵庫津遺跡の立地する兵庫区南部は東西にJR山陽本線、阪神高速道路 3号神戸線、

国道 2号線などの交通の大動脈が通過し、古 くから市街地化が進んだため、現状での旧

地形の観察は困難であるが、明治18・ 19年 (1885。 1886)測 量「仮製地形図」などに失

われた旧地形をみることができる。兵庫津遺跡は、風化のすすんだ花商岩により崩落し

やすい六甲山地から流出した土砂 と海流により、大阪湾岸に発達 した和田岬と湊岬の二

つの砂嘴に挟まれた湾の臨海部に位置する。六甲山地から湊岬へと注いでいた湊川は明

治34年 (1901)の流路付替工事により、兵庫区東山町付近から新湊川として西へ向かい、

長田区内で苅藻川と合流 して、和田岬西方で大阪湾へ流入する流路へ変更された。湾の

沿岸部には浜堤が形成され、近世の絵図『摂州人部郡福原庄兵庫津絵図』 (元禄 9年

〔1696〕 )に は南の和田岬側から「須佐之入江」が潟湖状に入り込む状況が描かれてい

る。兵庫津遺跡はこの浜堤上を中心に立地する。
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(2)兵 庫津遺跡 について

兵庫津は古くは「大輪田泊」と呼ばれ、瀬戸内海航路の基幹港のひとつとして発展し

てきた。文献上の記録では平安時代後期の文献である『行基年譜』 (安元元年 [1175]

成立)に天平13年 (741)の記事として「大輪田船息」の記載が知られていた。平成13

年度に芦原通で実施された第32次調査では、はじめて奈良時代の遺構、遺物が検出され、
1)

兵庫津遺跡が奈良時代まで遡る事が確認された。

大輪田は平清盛による大修築を経て日未貿易の窓口として繁栄する。この時期の兵庫

津追跡については不明な部分が多 く、わずかに遺物の出土が確認されているに過ぎない。

中世には大輪田は兵庫 (兵庫島)と 呼ばれるようになり、鎌倉時代後期の延慶元年

(1308)に東大寺へ兵庫関が寄進されて以降、東大寺、興福寺等の有力寺院等による権

利争いの頻発が文献上に現れ、暦応元年 (1338)興福寺へ室町幕府より「兵庫島商船目

銭」の徴収権が与えられ、南北 2つ の関 (東大寺の北関、興福寺の南関)が成立した。

室町時代には足利義満による日明貿易の発着地となる。文安 2年 (1445)作成の『兵庫

北関入搬納帳』には現存するほぼ 1年間の入港船舶数、船籍地、積荷数等が記され、入

港船の船籍は瀬戸内海沿岸を中心に四国・九州にまで及び、2,000隻近 くの入港から兵

庫は当時世界でも有数の港であ り、交通の要衝 としての地位が窺われる。しかし、応

仁・文明の乱 (1467～ 1477年)に より衰退、国際港としての地位は堺に譲ることとなる。

14～ 16世紀にかけての兵庫津遺跡における遺構、遺物の出土は、平成 8～ 10年度の兵
2)

庫県教育委員会による国道 2号線共同溝整備事業に伴う調査 (第 11～ 13次 )、 平成10年
の          4)         5)         6)

度第14次 (旧第15次 )、 同11年度第20次、同13年 度第24次、同14年度第31次、同17年度
7)

第39次などの各調査地点で遺構、遺物が確認されているものの、その全容は明らかでは

ない。この内、第14次 (旧第15次 )調査では15世紀後半～16世紀前半の焼土面、礎石建

物、石敷建物、埋甕遺構等が検出されている。

近世に入り、安土桃山時代には織田信長による花隈城攻めに戦功のあった池田恒興・

輝政父子により、兵庫の町の中心に兵庫城が築かれ、町の周囲に「都賀之堤」を築き、

城塞化される。江戸時代に入ると西国街道は兵庫へと迂回するようになり、江戸幕府の

宿駅指定を受ける。近世の兵庫津については尼崎藩領期の元禄 9年 (1696)に作成され

た『摂州人部郡福原庄兵庫津絵図』等により、町並みの様子が知られていたが、真光寺
81

境内を巡る濠の北東角、水路、道路を検出した平成13年度第26次調査、平成14年度の柳

原惣門の調査 (第29次 )、 平成16年度の兵庫陣屋及び勤番所関連遺構の検出 (第 35次 )な

どによって、絵図の正確さが立証された。また、兵庫津は宝永 5年 (1708)の大火によ

り、大きな被害を受けたことが、記録により知られていたが、平成10年度第14次、平成

11年度第17・ 20・ 21次1)平成13年度第24次調査等でこの大火に伴うものと推定される火

災層が検出され、火災により焼失した町屋群の検出等から、町割や町屋の様子等も次第

に明らかになってきている。また近年考古学、文献史、絵図研究、歴史地理学等各方面

の成果から総合的な兵庫津の研究が進展しつつある。

兵庫は幕末に、兵庫 (神戸)開港が行なわれ、明治時代に入ると兵庫城跡 (尼崎藩領

期は兵庫陣屋、明和 6年 〔1769〕 上知後、兵庫勤番所)に初代の兵庫県庁が置かれた。
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第 1章 はじめに

第 2節 調査 に至 る経緯 と経過

(1)調 査 に至 る経緯

今回の調査対象地は、神戸市埋蔵文化財分布図に記載されている兵庫津遺跡の範囲内

に所在する。共同住宅建設計画に伴い試掘調査を行なった結果、埋蔵文化財の存在が確

認された。この結果を受けて、事業主である株式会社生和ホームズと協議を行ない、建

設工事により、埋蔵文化財が影響を受ける範囲 (約445ゴ )について発掘調査を実施した。

(2)調 査組織

平成18～ 19年度

神戸市文化財保護審議会  史跡 。考古資料担当

檀上 重光  前神戸女子短期大学教授 (～平成19年 7月 14日 )

工楽 菩通  大阪府立狭山池博物館長

和田 晴吾  立命館大学文学部教授

教育委員会事務局

教育長         小川 雄三

社会教育部長      大谷 幸正 (平成18年度)・ 黒住 章久 (平成19年度)

教育委員会参事     柏木 一孝

(文化財課長事務取扱)

社会教育部主幹     九山  潔

(埋蔵文化財指導係長事務取扱)

社会教育部主幹     渡辺 伸行

(埋蔵文化財センター所長事務取扱)

埋蔵文化財調査係長   丹治 康明 (平成18年度)・ 千種  浩 (平成19年度)

文化財課主査      丹治 康明 (平成19年度)

同        安田  滋

同        山本 雅和

事務担当学芸員     前田 佳久 (平成18年度)

阿部 敬生

中谷  正 (平成19年度)

調査担当学芸員     阿部  功

保存科学担当学芸員   中村 大介

遺物整理担当学芸員   黒田 恭正 (平成19年度)

(3)調 査の経過

調査は残土置場の確保の関係上、東西 2分割の反転調査を行なった。

平成18年 8月 28日 より、西半部 (1・ 2区)の重機掘削を開始する。 2区では石組の

溝、土坑を検出。9月 7日 に第 1遺構面の空中写真撮影実施、9月 25日 に第 2遺構面の

全景写真撮影後下層へ掘下げ。 l区では焼上下層から町屋を検出。10月 11日 に空中写真

撮影を実施し、12日 より掘下げ、第 4遺構面は 1区のみで検出。10月 16日 に全景写真撮
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影を行ない、17日 より掘下げ、 1区ではさらにもう 1層 の火災層を検出、その下層で第

5遺構面を検出した。町屋を検出。 2区 は第 3遺構面と同一であることを確認した。 1

区全景写真撮影。18日 より下層へ掘下げ、多数の遺構を検出。工事掘削影響深度の関係

上、杭設置部分など一部を除き検出のみでの調査完了となる。21日 に空中写真撮影を実

施。10月 23日 から反転作業開始。 1区東壁土層断面実測。 1・ 2区埋戻 し完了。10月 24

日東半部 (3区)重機掘削開始。撹乱が著 しく、第 1・ 2遺構面は消滅していることが

判明。第 3遺構面は大きく撹乱の影響を受けているが、東側で焼上下層から町屋を検出。

11月 1日 全景写真、 2日 空中写真撮影実施後、下層へ掘下げ開始。 6日 第 5遺構面から

墨書土器の埋納遺構、東側で町屋検出。14日 空中写真撮影実施。下層へ掘下げ開始、多

数の落ち込み、土坑、多量の瓦を検出。西半部と同じく杭設置部分以外は検出のみで完

了。22日 空中写真撮影実施。杭部分掘削。瓦取 り上げ、鬼瓦が出土。24日 から埋戻 し作

業開始。27日 事務所片付け、28日 調査機材搬出、現地における調査を完了した。

註

1)橋詰清孝「兵庫津遺跡 第32次調査」『平成15年 度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2006

2)岡崎正雄・岡田章―・深江英憲『兵庫津遺跡 I』 兵庫県教育委員会 2002

岡田章―・菱田淳子・深江英憲編『兵庫津遺跡 Ⅱ』兵庫県教育委員会 2004

3)内藤俊哉「兵庫津遺跡 第15次調査」『平成10年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2001

4)黒 田恭正「兵庫津遺跡 第20次調査J『平成11年 度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2002

5)東喜代秀・中居さやか「兵庫津遺跡 第24次調査J『平成13年 度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2004

6)阿部 功「兵庫津遺跡 第31次調査」『平成14次神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2005

7)平成17年 度、神戸市教育委員会調査

8)阿部敬生 。阿部 功「兵庫津遺跡 第26次調査」『平成13年 度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2004

9)須藤 宏「兵庫津遺跡 第29次調査JF平成14年 度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2005

10)内 藤俊哉 『兵庫津遺跡 ― 第35次発掘調査概要―』神戸市教育委員会 2006

11)内 藤俊哉「兵庫津遺跡 第17次調査J『平成10年度神戸市埋蔵文化財年報』神戸市教育委員会 2001

谷 正俊「兵庫津遺跡 第21次調査」 F平成11年度神戸市埋蔵文化財年報J神戸市教育委員会 2002
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＝
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¬g2 兵庫津遺跡調査地点 (S=1:5,000)
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第 2章 調査の成果

第 2章 調査の成果

第 1節 基本層序

調査区の基本層序は、後世の撹乱の影響を大きく受けていたが、部分的には良好に層

序を確認することができた。(fig.5)盛 土の下に、昭和20年 (1945)の 神戸空襲に伴う

ものと考えられる焼土層が存在し、数枚の近代整地層下で第 1遺構面を検出している。

この下層には数枚の整地層が存在し、その下には焼土層が存在する。この焼土層上面で

第 2遺構面を検出している。 1区では焼土層上面の一部に土間状の貼土が行われている。

第 3遺構面は焼土層下で検出しているが、 1区、 3区東半では遺構面がよく焼けた状況

で検出された。 2・ 3区西半には焼土層の拡がりはわずかである。第 4遺構面は 1区の

みで検出している。 1区の第 4遺遺構面の下層は整地層 (明オリーブ灰色粘質土など)

を除去するとオリーブ灰色シルト質細砂を始めとする整地層が存在し、整地層中には一

部に焼土、炭が混入する① l区および 2・ 3区東半では火を受けた状況の第 5遺構面が

検出されるが、 2・ 3区西半では第 3遺構面と同一面である。第 5遺構面以下は整地に

伴う複雑な層序となる。遺構の切合状況と断面

観察から第 6遺構面は存在するが、明確な遺構

の検出は第 7遺構面 (茶褐色細砂)上であった。

これより下層は工事影響深度下となり、杭部分

において可能な限りの掘下げを行ったが、細砂

層の堆積であり、遺構 。遺物は確認することが

できなかった。

20m

1.Om

fis 3

①

　

②

③

①

↑

　

　

↑
　
↑

　

↑

③
　
⑥

調査風景

盛 土

焼 土

レ
層

シ
地孵整

色
代期∝

暗 緑 灰 色 細 砂
(近 代 整 地 層 )

暗 黄 緑 灰 色 細 砂

焼 土
←

明 オ リー ブ灰 色粘質土

明オリーブ灰色ンレト質細砂

オリーブ灰色細砂 (炭含む)

暗 黍 褐 角 細 抄

申

一

+望
暗 褐 灰 色 細 砂

暗 掲 色 細 砂

茶 褐 灰 細 砂
・

「

~~~~‐ ~・ ~・

工 事 掘 削 影 響 深 度

¬g4 調査区割図
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第 2節 第 6・

土 坑

出土遺物

7遺構面の遺構 と遺物

第 6・ 7遺構面では数多くの遺構、遺物を検出したが、前述のとおり第 7遺構面上に

おいて検出したため、ここでは同一に報告を行なう。また、工事影響深度の関係上、検

出遺構は工事影響深度内での掘削に留め、完掘は実施していない。

調査区全体から多くの土坑、あるいは土坑状の落ち込みを検出した。また、これらの

遺構内からは多くの遺物が出土した。以下主なものについて述べていきたい。

検出した遺構の中で全体の形状が明らかなものは、直径1.5m前後の円形のもので、

その他は不定形な落ち込み状遺構である。出土遺物から中世と近世のものに区別される。

出土遺物のうち、図化できたものが fig.6お よび7である。 fig.6-1～ 8は土師器の

皿である。口縁部をつまみあげるようにして、やや外反させるタイプのもので、 3～ 7

の体部下半はユビオサエが顕著に確認でき、口縁部下にヨコナデを施す。 8は灯明皿と

して使用されたと見られ、口縁端部付近にススが付着する。時期は15～ 16世紀頃のもの

と考えられる。10は土師器奏である。11、 12は備前焼甕の口縁と考えられ、共に口縁端

部は玉縁状を呈する。14世紀後半から15世紀にかけてのものと考えられる。13と 14は青

磁で、13は碗、14は重の底部と考えられる。15は須恵器坑、19は須恵器鎌である。14～

15世紀頃の時期が考えられる。22は備前焼橋休で、日縁部外側に面を有する。内面の摺

目は疎らな櫛描である。14世紀後半～15世紀代のものと考えられる。

〆

0         5m

上
一

¬g6 第 6,7遺構面平面図
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第2章 調査の成果

3区ではSX706～709を 中心に、多量の瓦が出土した。大半が破片となり破損 してい

る状況で、一部には火を受けた痕跡も確認された。丸瓦、平瓦、鬼瓦などが存在する。

fig.8は SX708か らの出土遺物である。23～25が丸瓦で26は鬼瓦である。九瓦は凸面

が共に板小口によるタテ方向のナデ調整後に、全体を丁寧にナデ消 している。23、 24で

は、前方の一部にタテ方向のナデ痕がハケメ状に残る。玉縁 との連結面段部は面取を施

す。凹面に布目が残る。 SX708出 土丸瓦には凹面に吊紐痕が確認できるものがある。

鬼 瓦      26の 鬼瓦は一部が欠落するが、二本角と考えられ、限は中空ではない。ヘラとナデに

よる調整がなされている。断面が比較的厚いことから、古相の特徴を表している。

これら3区の第 7遺構面から出土した瓦の時期については、丸瓦の凸部連結面の段部

に面取が施されてお り、その出現は法隆寺の瓦の変遷から室町時代後期 (1436～ 1495年 )

とされる。また鬼瓦の二本角の出現は、同じく室町時代前期 (1361年 ～1897年 )、 眼の

中空化は室町時代中期 (1397～ 1436年)と される事から、SX708出 土鬼瓦は二本角であ

り、llRが中空化 していない点からみて、概ね15世紀前半頃と考えられる。

近世遺物の出土から第 6遺構面に属するものとした遺構からも、中世の追物が多 く出

土したが、出土状況から混入したものと考えられる。この内 fig.7-9、 18は共に陶器で、

瀬戸・美濃系の製品と考えられる。 9は天目茶碗で14～ 15世紀代、18は折縁深皿で15世

紀前後、21は丹波焼悟鉢でヘラ描の摺目を施す。14～ 15世紀代の時期が考えられる。

ヤ 1
る(ゞⅢ

η 配ま

‖  4

1:SK704 2,3:SK710
8,13,14,17,20:SX706
19:SX704 21:SK613

4:SK713 5:SK717 6,9,18:SX710 7:SK709
9,18:SX610 10へ 1́2:SX702 15:SK705 16:SX708
22:SK706

0                 1 0cm

lg 7 第 6。 7遺構面出土遺物
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SX602

出土遺物

第 2章 調査の成果

2区南半では不定形な落込みに伴う石組遺構を検出した。石組は全長2.6m、 中央部の

幅1.Omで、内法で全長2.2m、 幅0.45m、 検出面から底までの深さは0.35mで ある。主

軸はN-78° Wで、中央部付近からやや北へ振 りN-60° Wと なる。石材は人頭大から一

抱え程度の石材で積み上げているが、北側壁面は崩壊 したものか、積方に乱れが見られ

る。屈曲してやや北に振る中央部では、底部に間仕切 り状に石材が据えられている。こ

の間仕切 りから東側の石材の積み方は、比較的大きな石材を最下段 として、その上に人

頭大の石材を2～ 3段積 とするのに対 して、間仕切 りから西側では大振 りな石材を用い

て 2段積とするなどの差異があ り、この点から元来は間仕切 り部分が西壁であったもの

を北西側へ延長した可能性が考えられる。掘形は一部の断割調査による確認に留めた。

検出面から0.3～0.4m程の深さで掘 り窪め、石組を設けている状況が確認された。

出土遺物の中で図化できたものが fig.10で ある。27は肥前系の磁器皿で、高台からや

や内湾しながら立ち上 り、口縁部下方でくの字状に屈曲する、見込みは蛇ノロ釉剥ぎ、

口縁部内面に菊花と草花文が描かれ、高台は畳付部分のみ釉を剥 ぐ。28も 肥前系 と考え

られる陶器皿で27と 同様の器形である。内面見込みに胎土日、高台は低 く高台脇との区

分は明瞭ではない。29は 丸瓦で凸面は板小口によるタテ方向のナデ調整後、前方はヨコ

方向にナデ調整を施す、内面は布目痕が残 り吊り紐痕 (A類)が確認できる。30～ 32は

陶器橋鉢である。30、 31は 鉄釉、肥厚させて折 り返す口縁で、山口県須佐唐津窯産陶器
2)

悟鉢に類似する例がある。32は 丹波焼橋鉢と考えられ、クシ描の橋 目を施文、体部外面

にユビオサエによる調整が顕著である。概ね17世紀後半頃の時期が考えられる。

1 灰色シルト質細砂

2.暗灰色砂質シルト

0       1m

l 暗灰色シル ト質細砂

2 暗灰色砂質シル ト

3 暗灰責色シル ト質細砂

tuO,

鞄
θ、
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石g10 SX602出土遺物

遺構に伴わ    第 6。 7遺構面の整地上層及び遺物包含層 (暗褐色細砂)か らの出土遣物で図化で き

ない遺物    たものが fig.11で ある。33～ 37ま では土師器皿、38は須恵器鉢、39は丸瓦である。

土師器皿は外反させる体部で、下半にはユビオサエが顕著、口縁部下にヨコナデを施

す。33の 内面と口縁部にはススが付着する。39の 九瓦凸面に縦位の縄タタキが残 り凹面

には布目痕が確認できる。39は鎌倉期、土師器は15～ 16世紀の時期が考えられる。

ミ`ミミこここ三ユニζミッ〃́ク

`7
0               10cm

く罵三ΞΞ::三 ]三::::,ティ:3

1s ll 遺構に伴わない遺物
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第 3節

町 屋

SB501

SB502

SB503

SB504

第 2章 調査の成果

第 5遺構面の遺構 と遺物

第 5遺構面は、 2区 は上層の第 3遺構面と同一面である。遺構は町屋 4棟、土坑 4基、

埋納遺構 1基、ピットを検出した。 1区 と3区東半には焼土面の拡がりが確認された。

1区で 1棟 (SB501)、 3区から3棟 (SB502～504)の 町屋を検出した。火災を受け

たものと推定され、焼上面の範囲が町屋であると考えられる。検出状況及び上層の町屋

遺構のあり方から、聞口を東側に面する、東西主軸の屋敷地割であると考えられる。

1区全体で焼土面を検出した。礎石は調査区の東端及び西端の一部での検出に留まり、

建物の東西・南北共全体の規模は不明である。直径0.2～ 0.65m、 検出面からの深さ0.1

m前後のピット26基を検出した。陶器、瓦、土師器等の細片が出土している。

3区北半東壁付近で検出した町屋であるが、西側が撹乱による影響を大きく受けてお

り、全体の規模は不明である。東西方向に並ぶと考えられる礎石を2ヶ 所で検出した。

3区南半東寄りで検出した町屋である。南北両端が外方へ落ち、これより屋敷地の東

西幅は5m前後と考えられる。 SB501、 502に比べ、SB503の床面は約0.lm高 い。北側

で移動した礎石 4石 を検出した。貿易陶磁、陶器、瓦 (fig.14)等が出土した。

3区北端部で検出した町屋である。狭小な調査区と北東側が撹乱の影響を受けており、

詳細不明である。東壁側での土間状の高まりの検出から、SB502と 区別した。貿易陶磁

(fig.14-41)、 銅銭 (fig.36-155'157)、 陶器、磁器、土師器、瓦等が出上した。

＼
網掛範囲焼土

°
っ°聰B503

生  =生 、` ±

ng.12 第 5遺構面平面図
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出土遺物 第 5遺構面の町屋からの出土遺物で、図化できたものが fig.14で ある。40、 41は 貿易

陶磁である。40は磁器底部で高台内に銘款がある。41は 青磁で、見込みに王の文字と菊

花状の印刻がある。42は丹波焼捕鉢、ヘラ描の括目である。431ま軒平瓦で瓦当に唐草文、

内・外区境に界線がある。長田区長田神社境内遺跡第11次調査出土瓦に同型瓦が存在す
働

る。44は 軒丸瓦で瓦当部を欠落する、凸面ヘラナデ、凹面コビキBに よる調整、胴部に

は釘穴がある。これら出土遺物は概ね16世紀後半の時期が考えられる。出土状況から考

えて、下層の古い遺物が第 5遺構面整地時に混入 したものと推定される。

¬g13 1区第 5遺構面平面図

-12-



D 40 電

第 2章 調査の成果

45:蓋 46:身

0                10Cm

lg 14 SB503・ 504出土遺物

10m

＼―(⑨>

ls 15 SX50ヽ 平面・断面図

出土遺物

SX501      3区 南半部で検出した埋納遺構である。長径0,17m、 短径0.13m、 検出面からの深さ

0.08mの掘形内に、 2枚の上師器皿の口縁部を合口にして埋納している。土師器皿内の

上は水洗選別作業を行なったが、遺物の出土はなかった。上の皿 (fig。 15-45)の底部

外面中央に「坤」、その右には「ひつし」、左には「さる」の墨書があり、文字は南を上

部にしていた。下の皿 (46)の 内面には記号状の墨書がある。「坤」は方角を示すもの

で、祭祀に伴う埋納遺構と考えられる。土師器皿は共に底部糸切未調整である。また、

SX501の 近隣地の整地上層中から墨書のある土師   マ
ーー

毛ェ甍″

器皿 2点が出土した。 (fig 16)。 47の底部外面の

中央に「巽」、その右に「たつ」、48は 内面に記号

状の墨書がある。

fig.15、 16の 上師器皿は共に17世紀中葉～18世

紀前半の時期が考えられる。

o            20cm

…

40,42～ 44:SB503 41:SB504

望

-13-

ng 16 遺構に伴わない遺物



第 4節 第 4遺構面の遺構 と遺物

第 4遺構面は 2・ 3区では検出されず、 1区でのみ検出された。第 5遺構面上層の火

災層の整地後に、明オリーブ灰色シルト質細砂やオリーブ灰色シルト質細砂により貼土

状に整地を行ない、生活面を形成している。

SB401は検出状況から、下層の第 5遺構面SB501と ほぼ同じ屋敷地割で、東西主軸に

構築された町屋と考えられる。調査区の西端部において、礎石の一部か若しくは町屋に

関連すると考えられる、幅0.4mで南北に続く2列の石列を検出した他、調査区南西部で、

イ

イ

町 屋

SB401

聰
尾

ng 17 1区第 4遺構面平面図

-14-
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鯵

峯

第 2章 調査の成果

Э                10cm

49～50:SB401
51～57:SX401

建物の南西角となるものと考えられる礎石、調査区の中央部やや南よりで東西方向に並

ぶ礎石 2石を検出した。礎石の並びから、SB501で は判然としなかった 1区の町屋の南

側ラインは、礎石の位置から調査区南壁から北へ、東側で0,45m、 西側で0.25mを 結ぶ

ラインであると推定され、建物の主軸はN-75° Wに復元できる。北、東側についてはさ

らに調査区外へと続 くものと考えられる。西側は検出した礎石のラインがほぼ建物の西

側の範囲を示唆するものであろう。出土遺物は、西半部の遺構面上から土師器皿 1点 (fig.

18-49)、 銅銭 (寛永通賓 fig。 36-170)1点 が出土した他、南半部で土師器の焼塩壷 1

点 (fig。 18-50)が出土した。

SB401か らの出土遺物は非常に少なく、 fig.18-49・ 50が これらの中で図化すること

ができたものである。49の 土師器の皿は、糸切未調整の底部から外反気味に体部が立ち

上がる。17世紀中葉～18世紀前半の時期が考えられる。50の焼塩壷の身は、外面に刻印

などは認められない。手づ くねによる整形と考えられ、内面にはユビオサエが観察でき

る。焼成は良好ではなく脆い。

調査区の南半部で検出した不定形な大型土坑である。掘形は東西3.15m、 南北3.15m

の範囲で、検出面からの深さ0.05～0.3mで ある。埋土は炭若しくは炭を多 く含む。検

出状況からSB401に伴うものではなく。第 5遺構面の火災後の片付けおよび整地の際に

土坑状の掘 り込み内へ、炭などを廃棄 したものである可能性が考えられる。

SX401内 の出土遺物で、図化することができたものが fig。 18-51～ 57で ある。

51、 54は 陶器橋鉢である。51は 内面見込みへの指 目の施文パターンから堺・明石系構

鉢と考えられる。54も 底部を欠落するが、堺・明石系悟鉢の可能性が考えられる。52～

53、 55、 57は 陶器、56は磁器である。この他、銅銭、煙管 (fig.36)が出上 している。

第 4遺構面は遺構面上に火災等により火を受けた痕跡は確認できない。SB401の 時期

は出上した土師器皿 (fig。 18-49)か ら、概ね17世紀中葉～18世紀前半と考えられる。

第 5遺構面 SX501の 出土遺物 (fig.15)と 比較すると、ほぼ同時期であることから、第

4遺構面の時期はSX501よ りもやや新 しい17世紀後半頃～18世紀前半と考えられる。

第 4遺構面は 1区でのみ検出された事から、町屋の屋敷地割の中で 1軒分、若しくは

数軒分で整地の単位や時期に差異があ り、その変遷過程の中で短期間の整地 (造成)、

町屋の建替等に伴い、時間的な差が生じているとも考えられる①この事から屋敷地別に

細かな変遷がみられる可能性が推察され、町の変遷の検証には詳細な検討が必要である。

Ⅷ
¬g18 第 4遺構面出土遺物

出土遺物

SX401

出土遺物

第 4遺構面

の時期

-15-



第 5節 第 3遺構面の遺構 と遺物

第 3遺構面は焼土層に覆われていた。 1区および3区東半は遺構面が強く火を受けて

おり、他も焼土や炭の拡がりが所々に確認される。調査区外へも続くことから、火災の

被害の大きさを物語る。以下主な遺構と遺物について述べていきたい。

町屋は 1区および 3区の東半から検出した。屋敦地割は第 5遣構面とほぼ同様である。

1区で検出した町屋である。建物主軸は第 4遺構面 SB401と ほぼ同一のN-75生Wであ

る。SB301で は良好な状態で町屋遺構を検出できた。調査区の南壁から北へ0,45m前後

は乳白色細砂で、南壁側は南へ落ちて行 く状況が確認でき、焼上が堆積 していた。これ

より北は貼土をしてお り、強い火勢により硬 く焼締まる。東側は東壁沿いに掘 り込みが

検出され、拳大の礎石が南北方向に並ぶ。西側は東壁側の礎石列から6.75m前後で西へ

落ち、その落ち際に拳から人頭大の扁平な石材で、南北方向に礎石列が続 く。また、そ

の西側はさらに土坑状に窪み、瓦片がまとまって出土した。南狽1は乳白色細砂層との境

から幅0.75m前後、深さ0。 15m前後で溝状に窪む。この窪みの北側の片に沿って礎石、

ピットが点々と続 く①北恨1は礎石列の北側0,15～0.3mで、北壁沿いに北へ落ちて行 く

状況が検出された。西から検出された礎石列は東西間が7.Om、 南北間が2,7mで ある。

遺構面上からは炭化物の拡が りが検出され、柱材と思われる炭化材 も検出された。

SB301は検出状況から、西側以外は調査区タトヘ拡がる可能性があ り、建物全体の規模

は不明である。東側も南西で礎石列を検出したが、さらに東へ延びる可能性がある。

/

0         5m
＼

網掛範囲焼土

田丁  姫己

SB301

/

メ

¬g19 第 3遺構面平面図
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SB302・ 303

土 坑

第 2章 調査の成果

3区東半で検出した。共に西側を中心に撹乱の影響を大きく受けている。SB303西側

は西へ落ち込み、南北方向に陶器、機器、瓦がまとまって出上している。このラインは

SB3ol西側の落ち込みラインよりやや西に位置するが(方向はほぼ一致する。町屋の東

西幅は長短があるものと考えられる。SB302から南北幅はほぼ5m前後と推定される。

町屋群の西側では大型の上坑ヽ溶ち込みが検出された.が、錯線する切り合いから、そ

れぞれの所属の特定は困難である。町屋よりも一段低く第5遺構面とも同一面である。

1町屋の背後は空間地と利用され、廃棄土坑などが繰り返し掘られたものと推,定される。

焼土

■■炭化物

●s.20 1区第 3遺構面平面図
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出土遺物

焼土層

町屋群からの出土遺物の大半は細片であり、

図化できたものはわずかであった。 (fig.21)

61は SB801か ら出上 した軒丸瓦の瓦当部

である。左巻三巴文で、珠文はやや小さい。

17世紀代のものと考えられる。

58～ 60、 62は SB303か らの出土遺物である。

60は 陶器で、瀬戸・美濃系の鉄釉耳付水注で、

瀬戸・美濃編年の連房 Ⅱ～Ⅲ期のものに類似

する。58、 59は磁器で、59は肥前系と考えられ

る。62は 鳥裟で、上面に 3ヶ 所の穿孔がある。

これらは17世紀後半代の時期が考えられる。

第 3遺構面を覆う焼土層からの出土遺物が

fig.22である。63、 64は 土師器の皿で共に底

部は糸切である。17世紀中葉から18世紀前半

のものと考えられる。65は 土師質の灯明具で、

皿形の灯明皿の脚の付かないタイプである。

体部内面に決 りのある突帯をもつ。外面に透

明釉を施釉 している。66、 68～ 73は 陶器で、

くく電三三Ξ三]三三三ニラ房ラそ8

〇

λ

0       5cm

―

ng 21 SB301・ 303出土遺物

66の碗は白釉に黒釉を流 しかけ、萩焼と考えられる。伊丹郷町、明石城武家屋敷などに
つ

類似例がある。67は肥前系磁器碗で外面に蔦の葉状のコンニャク印判に草花文がある。

68は丹波焼火入である。69～ 71は橋鉢で701よ備前焼、71は 肥厚させた口縁部を折 り返し

てお り、鉄釉をかける。胎土は軟質である。 fig.10-30。 31と 器形、焼成、胎土に共通

要素が多いが、31よ りも口縁部折 り返しが薄 く、体部内面の指目は放射状で細かい、山

口県須佐唐津窯産に類似例がみられる。72は 鉄釉の灯明具である。73は備前焼大奏口縁

部で16世紀～17世紀前半の時期が考えられる。町屋群及び焼土層からの出土遺物は概ね

17世紀後半～18世紀前半頃と考えられ、下層の第 5・ 4遺構面出土遺物と比較すると、

第 3遺構面は17世紀後半でもやや新しい時期から18世紀前半の時期も考えられる。

~63学 4

0                 10cm

●s22 焼土層出土遺物

-18-



第 6節

町  屋

土 坑

第 2章 調査の成果

第 2遺構面の遺構 と遺物

第 2遺構面は、第 3遺構面を覆う焼土層の上面に検出される。 1区では一部に焼土層

の上面に土間状の貼土が検出されたが、町屋として確認することはできなかった。また、

2・ 3区については、後世の撹乱の影響を受けて、大きく破損して遺構面も遺存してい

ない状況であり、わずかに2区南半と北西角で確認することができたのみであった。

以下、主要な遺構と遺物について述べたい。

1区 は撹乱の影響をほとんど受けておらず、良好な状況で遺構面を検出できたが、数

基のピットが検出された以外は、礎石等は検出されず、第 5遺構面以降連綿と続いてき

た町屋、および屋敷地割は検出できなかった。現存している絵図等から調査区付近は町

屋としての土地利用が推定されるが、詳細は不明である。

2区南半から円形や不定形な大型土坑 7基を検出した。

2区南半は、検出した土坑群の分布状況から、第 2遺構面についても第 5遺構面か ら

第 3遺構面までの屋敷地において、町屋部分とその背後の空間地としてのあり方と同様

に、町屋背後の空間地としての利用が推定されるが、後世の撹乱および第 1遺構面の遺

構 との切 り合いにより、これら土掠群の所属の特定は困難である。 2区において、わず

かに拡がる第 3遺構面を覆う焼土層が確認できたため、この上面から切り込む検出状況

から第 2遺構面からの検出とした。

0         5mメ

ng 23 第 2遺構面平面図
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SK201      2区 南半やや東よりで検出した土坑である。長径

1.8m以上、短径1.4m、 検出面からの深さは1.Omで

ある。陶器、磁器、瓦、土師器、鉄製品が出土した。fig.

25は、 SK201か らの出土遺物である。

74と 75は 肥前系の磁器碗である。体部外面にコン

ニャク印判により74に桐、75は菊花状文様の印判があ

る。76は軒丸瓦で瓦当は左巻三巴文である。凸面は板

小口によるタテ方向のナデ調整、凹面はコビキBの

調整で瓦当との接合部はヨコ方向のナデ調整である。

77は軒平瓦で、瓦当は橋唐草文、凸凹面共丁寧な

ナデ調整である。78、 79は 九瓦で、78は 凸面が丁寧

なナデ調整だが、前方部にハケメ状に板小口による

ナデが残る、凹面には布目が観察される。79は 凸面

はタテ方向のヘラナデ調整、凹面に内タタキが認め

られる。

SK201の 時期は77か ら、19世紀代 と考えられる。

／

チ

′

0     1m

―
l 茶褐色シル ト質細砂

2 灰色シル ト質細砂

3 茶褐色シル ト質細砂

(黄褐色粘質土ブロック含む)

is 24 SK201平 面・断面図

ち
窓

暉

郡 Ψ

＼＼_  占ドィドlil枠

一廠
「
齢

――――
阿

―――Ｉ
Ⅲ
旧
――‐

ng 25 SK201出 土遺物
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第 2章 調査の成果

0                 1 0om

ng 26 SK202出 土遺物

SK202      直径1.3m前後、検出面か らの深 さ0.56mの上坑で、 SK201に より北側 を切 られる。

陶器、磁器、瓦、土師器が出土 した。 fig.26-80は丸瓦で凹面に鉄線の切離痕 と布 目痕

がある。81は 肥前系の磁器皿で内面見込みは蛇ノロ釉剥ぎ。19世紀代の遺構である。

¬s27 SK203出」ヒ遺物

SK203 長径3.Om、 短径2.3m以上の大型の土坑である。工事掘削影響深度の関係上、完掘す

ることはできなかった。陶器、磁器、瓦、土師器、金属製品が出上した。 ig.27-82は

土師質の灯明具で施釉、83～ 88は肥前系の磁器である。83は 皿で、84～ 85・ 87は碗、88

は仏飯具である。87の碗にはタト面に、コンニャク印判による菊花状の印判がある。86は

土師器皿で、底部は糸切である。 SK203は 18世紀後半～19世紀代と考えられる。

SK207 2区ほぼ中央で検出し

た長径1.4m、 短径0.7m

以上、検出面からの深さ

0,35mの上坑で、中央部

と北側を撹乱に切 られる。

陶器、磁器、瓦、土師器

が出土したが、大半が微

細な細片であった。 fig.

28-89は肥前系磁器碗で、

内面見込みに印判による

五弁花文、高台内面には

渦福の銘款がある。

18世紀代と考えられる。¬g28 SK207平 面・断面図・出土遺物      
―
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第 7節 第 1遺構 面 の遺構 と遺物

第 1遣構面は、調査区の北半が後世の撹乱による影響を大きく受けており、 1区およ

び 2区の南半で遺構面が遺存 していたのみであった。第 1遺構面からの検出遺構は、 1

区では土間状の貼上が検出されたが、礎石等は検出されず、第 2遺構面と同じく町屋 と

して捉えることはできなかった。確認できたものは 2区からの堀状遺構 1基、土坑 8基

であった。以下、主要な遺構について述べる。

SD101      2区 のほぼ中央を貫通する北西から南東方向の堀状の遺構である。中央部は後世の撹

乱により切 られているが、東側で幅2.25m、 西側で最大幅2.85m、 検出面からの深さは、

東狽1で0,9m前後、西狽1で 1.2m前後であった。南側には護岸の目的を持つものか、拳か

ら一抱え大の石材を用いて、石積を構築しているが、所々で石材の存在しない部分があ

り、石垣状になっている状況ではない。尚この石積の中には石臼なども含まれていた。

北側に石積は確認できず、石材の出土もなかった。石積からのSD101の 主軸はN-75吐

Wである。坦上の土層観察から内部は、常に滞水 しているような状況ではなかったもの

と考えられる。埋土内からは多量の遺物が出土した。

SD 101の性格を考えると、第 1遺構面についても、絵図等から、付近は町屋が並ぶ地

域と推定されることから、町内のつい水等の機能をもつものとも考えられる。西側が低 く

なっているため、排水の方向は西へ向かっていたものと推定される。

境

lg 29 第 1遺構面平面図
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1.黄褐灰色砂質シルト

2.灰茶色細砂

3 灰褐色細砂

4.暗黄褐色粘質土

5 暗淡褐灰色砂質シルト

(淡茶灰色シルトブロック含む)

6 灰褐色細砂

7 茶灰色細砂

第 2章 調査の成果

5 灰色シルト質細砂

6 灰色細砂

7 灰色シルト質細砂

8 灰褐色シルト質細砂

9 茶灰褐色シルト質細砂

8 淡灰褐色細砂

9 暗灰色細砂

10,灰白色細砂

11.黒灰色極細砂

12.灰褐色シルト質細砂

13 灰褐色細砂

14 暗灰褐色シルト質細砂

15 灰褐色細砂

9   1 押

暗灰色粗砂

緑黄灰色粗砂

灰褐色細砂

(緑黄灰色細砂含む)

灰褐色細砂
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出土遺物 SD101か ら出土遺物は多量で、多種にわたる。

fig,31-90～ 92は 土師器皿で、底部は糸切である。 93～ 96、 98は 土師質の灯明具であ

る。93、 94、 96は受口部無し、95は 受口部を有する。98は有脚の受付皿である。99は施

釉陶器の灯明具である。94の底部以外、95、 96、 98の 口縁部の内面から回縁部には施釉

がされている。97は 底部糸切の皿である。100は肥前系磁器皿で外面は唐草文、内面は

印判による蛸唐草文である。101は丹波焼火入で、把手がつ く。102は磁器の紅皿、104、

113は 磁器碗である。113は 肥前系の「くらわんか手」で、高台内面に銘款がある。103

は陶器で外面に花弁の装飾がある。105は磁器小イ、106、 107は 陶器碗で106は肥前系、

107は京焼系と考えられる。108は肥前系磁器皿で、内面見込みにコンニャク印判による

五弁花文、高台内に銘款がある。109は 肥前系磁器の油壷、110は在地の明石・舞子系陶

器行平鍋蓋で、外面は トビガンナ施文、白泥漿描 (蔓草)、 鉄泥漿加彩である。111、 112

は肥前系磁器仏飯具、114、 115は肥前系磁器の瓶、116は底部付近の破片であるが、ベ

トナム陶磁焼締長胴壺 と考えられる。平安京内 (平安京左京二条四坊十一町)の江戸時
0

代前期遺構出土遺物に類似例がある。胎土は比較的きめの細かい褐色土で、灰白色土 と

絞胎状に層になる。内面に強い幌幅 目が残る。

fig。 32-117～ 1191よ 土師器焙烙、120は堺産と考えられる情鉢で、口縁部片口部分に刻

印がある。121～ 123は軒丸瓦で、共に瓦当は左巻三巴文である。121、 123は珠文が珂ヽ さ

ls 31 SD101出 土遺物 (1)
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匡 98
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第 2章 調査の成果

一
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ls 32 SD101出 土遺物 (2)
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第 1遺構面

出土遺物

遺構に伴わない

遺物

土製品

漁 具

石製品

く多 く、123は 圏線がある。122の 珠文は13個 で大きく高さは低い、124は 鳥余で、瓦当

は左巻三巴文である。珠文は13個 で丸みをもつ、瓦当凸面に 3ヶ 所の穿孔がある。125

～127は軒平瓦で、125、 127は橘唐草文、126は 中心飾が花菱状を呈する。図版17-128は

瓦質火舎で、体部外面に獅子頭状の把手を貼 り付けている。兵庫津遺跡第11・ 13次に類
0

似例がある。この他鉄鎌 (fig.34-147)や 、銅銭 (寛永通賓)、 警、釘等の銅製品 (fig.

36)が出土している。これら出土遺物は概ね17世紀後半から19世紀頃のものと考えられ、

SD101の 時期は18世紀後半から19世紀を中心とするものであろう。

2区の第 1遺構面では、 SD101以西に土坑が複数存在する。この内 fig.33は SK 105、

107か らの出土遺物である。SK1051よ 長径0,75m以上、短径0.65m、 検出面からの浜 さ

0.4mの 上坑で瓦、陶器、土師器が出上 した。 SK107は 長径2.Om、 短径1.2m以 上、検

出面からの深さ1.Omの上坑で、陶器、磁器、瓦、土師器が出上した。

129～ 132は軒丸瓦で、130が SK105、 その他はSK107か らの出土遺物である。全て左

巻三巴文で、130はタト縁部の幅は広 く、珠文は16個でやや小さいが高い、129は幅広の外

縁部で、珠文は12個、大きくやや低い。131の珠文はやや小さく巴文の頭も小さい。132

は珠文が小さい。 SK105と SK 107は 130、 129か ら19世紀頃の時期が考えられる。

第 1遺構面の撹乱土除去中に、表面に墨書された、漆喰状の塊 3点が出土 した。 (図

版17-133～ 135)、 破片となってお り、元来の形状は不明であるが、133の 片面はやや内

湾する面をもつ。壁材の一部である可能性 も考えられる。それぞれの片面は滑 らかに仕

上げられており、表面に文字がわずかに確認できるが、判読することはできなかった。

この他、各遺構面、整地土内から多数の土製品、漁具、石製品が出土した。

土製品には多 くの種類の人形、面子などがある。 (図版18)神仏、動物、器物や、土

師質の乗燭、土製、陶製、瓦質の円盤、磁器戸車などが出土している。

漁具は蛸壷、土錘などが出上 している。 (図版18)

砥石、硯 (図版18)他、石臼が出土 している。砥石、硯は使用の摩減が顕著である。

庸
l

O''  5cm

―

¬s33 第 1遺構面遺構出土遺物
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第 2章 調査の成果

第 8節 金属製品

鉄製品

今回の調査で出土した金属製品は遺構に伴うものは少なく、その多くは第 5・ 3遺構

面を覆う焼土層及び各遺構面を構成する整地層内からの出土であった。金属製品は鉄製

品と銅製品が出土している。ここでは一括して報告を行なう。

fig.34は 鉄製品である。1361よ 鉄皿で断面は2～ 311m前 後である。底部は欠損する。

140は上部及び下半も欠損しているが、上部に向かって広がる形状から鏃の可能性が考え

られる。142～ 146は 木質が付着していることから釘である。147～ 1501ま鎌で、147は ほ

ぼ全体が遺存しており、柄の一部が残る。148は 刃先部分の半分を欠損する。150は先端

部付近のみで大半を欠損する。151は包丁と考えられる。他は用途不明品である。

銅製品      fig.36は 銅製品である。154～ 205は銅銭で、154～ 167が渡来銭、168～ 198が寛永通賓、

204、 205が絵銭で、その他の銭種は不明である。

渡来銭は、154、 155が開元通賓 (初鋳966年 )、 156は至道元賓 (初鋳995年 )、 157は成

平元賓 (初鋳998年)である。158、 1601よ 熙寧元賓 (初鋳1068年 )、 159は 皇朱通賓 (初

鋳1039年 )、 161～ 163は元豊通賓 (初鋳1078年 )、 1641ま 淳祐元賓 (初鋳1241年)である。

165～ 167は破片であるが、165は景徳元賓 (初鋳1004年)で、166は 「政」の文字から政

和通賓 (初鋳■11年 )と 考えられる。1671よ 「紹」の文字から、紹聖元賓若 しくは紹聖

通賓 (共 に初鋳1094年)と 考えられる。157は南唐銭、164は南宋銭で、他は全て北宋銭

である。

寛永通賓については、168～ 173が寛永13年 (1686)以降に鋳造された古寛永通賓であ

る。194は背面に「文」の文字が鋳出された所謂「文銭」 (寛文 8年 〔1668〕 初鋳)であ

る。174～ 193、 195～ 198は元禄10年 (1697)以降に鋳造された新寛永通賓である。今回

出上した寛永通費には、元文 4年 (1739)以降に鋳造された寛永通賓鉄銭の出土は確認

されていない。

204は駒引銭で、205は形状及び銭径から絵銭と考えられるが、図柄は不明である。

206～218は煙管である。206～ 2101よ 雁首、211～218は吸口である。雁首の206と 207は

火皿下部の脂返 しの湾曲は大きい、ラウとの接続部は欠損 してお り不明である。208～

210の脂返しの湾曲は206、 207に比べて小さい、208の火皿はやや大きな形状である。209、

210は火皿部分を欠損するため、火皿の形状は不明である。吸回は共に直線的に延びる

形状を呈する。

219は警であると考えられる。2201よ 釘で、221～223は鋲、224、 225は銅輪と考えられ

る。226は円筒形のキャップ状金具で外面に草花文状の彫金が施されている。227は約半

分を欠損するが銭 と考えられる。228～ 2301よ 飾金具で、共に菱形を呈する。228は花弁

状の形状をしている。229は 中央部に穿孔が確認できる。231、 2321よ 小柄の柄 と考えら

れる。233は燭台と考えられ、土師器皿内面中央に銅製の角柱状の金具を差 し込んで立

てて、燈芯としている。皿の内面にはススの付着が確認できる。

234～286は不定形な板状を呈する銅製品で、断面は l mm前後と薄いものである。形状

は不明であるが鋼板の一部であると考えられる。

237～239は用途不明な銅製品、241～243は鋳銅半製品である。
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0                        1            10cm

137:SX706 139:SK709 151:SX602 143:SK504 152:第 3遺構面上層
136,138,140,150:SK203 148:SK209 240:第 2遺構面上層 144,147i SD

ls 34 鉄製品

猟 IⅢ 摯
136

139

138

¬g35 鉄製品X線透過像 (写真)
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第 3章 兵庫津遺跡から出上した動物遺存林

第 3章 兵庫津遺跡から出土した動物遺存体

丸 山 真 史 (京都大学大学院人間・環境学研究科)

松 井   章 (奈良文化財研究所埋蔵文化財センター)

1概 要

本稿では、第42次調査で出土した動物遺存体の報告を行うとともに、そこから東へ100m余 り離れた同じ

兵庫津遺跡の第44次調査で出上した未報告の動物遺存体もあわせ、近世の兵庫津における動物利用について

報告する。第42次調査では、動物遺存体が 8点 と骨角器が 1点出土している。その内訳は、貝類が 1点、魚

類が 4点、哺乳類が 1点、不明が 2点 を数える。第44次調査では、動物遺存体が44点出土しており、その内

訳は貝類が 9点、魚類が 2点、鳥類が 1点、哺乳類が32点 を数える。これらの動物遺存体は、中世から近代

の遺構、あるいは遺物包含層から出上しており、そこが湿地状態にあったことから保存に恵まれたと考えら

れる。両調査 ともに、フルイを用いた遺構土壌の水洗選別を行っておらず、発掘中に肉眼で確認したものに

限られる。以下に、中世から近世の動物遺存体について報告する。

2 種類別の特徴

A 第42次調査出上の動物遺存体

a 貝類・魚類

アカ三シ SD101か ら殻軸が 1点出土している。

サメ類 遺物包含層 (15世紀から江戸時代初頭)か ら、サメ類の権骨が 1点出上しており、椎体横径27.411ull

を測る大型のサメ類である。

マダイ SD101か ら前頭骨が 1点、主饂蓋骨が 1点 (右 )、 計 2点が出上している。前頭骨は正中方向に左

右真二つに切断されている。主饂蓋骨は正中線と直交する方向に切断されている。整地層 (18世紀～19世紀 )

から、切断痕が見られる外後頭骨 1点 (左)が出土している。現生骨格標本との比較では、いずれも体長30

cm以上と推定される。

b 田甫乳類

イノンシ/ブタ 15世紀から江戸時代初頭の追物包含層から、肩甲骨 1点 (左)が出土しているが、野生種か

家畜種かの区別はできない。

c 骨角器

櫛払い/ブラン 第 2層上面から、櫛払い (ブ ラシ)が 1点出上している。櫛払いの植毛台の部分のみで、最

大径2.811un内外の穴が穿たれ、台裏には穴と穴の間に浅い滞が施される。この浅い溝は、植毛を緯って連結

した紐の溝と考えられる。

B 第44次調査出上の動物遺存体

a 貝類・魚類

マガキ SK306か ら1点、第 2層上層から1点、計 2点が出上している。

アカガイ 焼けた土間からアカガイが 1点、中央石列からフネガイ科が 1点出土している。

アカニン? 南側砂層 (盛土)か らアカニシと思われる小片が 1点出土 しているが、種の同定には至らない。

フグ科 SD401か らフグ科の歯骨 (左 )と 角骨 (右)が各 1点、計 2点出土 している。現生骨格標本との比

較では、いずれも体長40cmか ら50cm程 度と推測される。
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b 鳥類・哺乳類

キジ科 SX501か ら、腫足根骨が 1点 (右)出土している。

イヌ SK302か ら上腕骨 3点 (左 l右 2)、 頭蓋骨 (右 )、 下顎骨 (左 )、 撓骨 (左 )、 尺骨 (左 )、 大腿骨

(左 )、 歴骨 (左)が各 1点、計 9点が出土している。 SK401か ら睡骨 1点 (左 ?)が出土している。第 3

遺構面から怪骨 1点 (左)が出土している。礫集中部から寛骨 (左 )、 大腿骨 (左 )、 睡骨 (左)が各 1点、

計 3点が出土している。

イノンシ/ブ タ SX501か ら、下顎骨が 1点 (左)出上 している。犬歯が大きく発達してお り、オスと考え

られる。下顎体の大歯付近に叩き切った痕跡が見 られる。

ニホンジカ SX501か ら椎骨、尺骨 (左 )、 中手骨 (右 )、 大腿骨 (右)が各 1点、計 4点が出土している。

SX502か ら、肩甲骨 (左)が 1点 出土 している。下層遺構面 (第 6面)か ら枝角、大腿骨 (右)が各 1点

(右 )、 計 2点が出上している。枝角は先端部が出上 してお り、軸方向に対して斜めに切断されている。第

4遺構面から、睡骨が 1点 (右)出土 している。第 6遺構面から枝角 (右 )、 大腿骨 (左)が各 1点、計 2

点が出土 している。枝角は頭蓋骨から自然に脱落した落角であり、鋸によって切断されている。 (中世包含

層含む)か ら、中足骨 1点 (左右不明)が出土している。

イノンシ/ニ ホンジカ SX416と SX501か ら、それぞれ肋骨 (左右不明)が 1点ずつ出土している。

3考 察

以前に報告 した兵庫津遺跡の御崎本町地点から出土した動物遺存体は、解体痕や加工痕が見られる牛馬骨

が主体であり、その地にそれらを加工 して骨角器を製作 した工房が存在 していたと考えられる (丸 山・松井

2006)。 それに対 して今回の両調査で出土 した動物遺存体は、イヌやニホンジカが多 く、御崎本町地点とは

様相が異なる。ただし、発掘に際してフルイを用いていないことから、魚骨などの小型動物遺存体が見逃さ

れた可能性があり、本来、廃棄された量のごく一部に留まるだろう。出上したマガキやアカガイといった貝

類、サメ類、マダイ、フグ科といった魚類、キジ科 といった′鳥類、イノシシあるいはブタ (以後イノシシと

略記)、
ニホンジカといった哺乳類は、いずれも食料の残淳と考えられる。これらは、西 日本の近世遺跡か

ら一般的に出土する種類ばかりである。イノシシは『続日本紀』に聖武天皇の天平 4年 7月 「丁未詔 和買

畿内百姓私畜猪四十頭 放於山野 令遂性命」とあり、古代にブタを飼養していた可能性が指摘されている

(加茂1976・ 鋳方1982)。 また、長崎や広島でも市中でブタが飼われていたことが様々な史料から明らかで、

史料から知 り得ない地でもブタが飼育されていた可能性がある。出土した部位には、比較形態学的にイノシ

シとブタを区別できるものがなく、いずれとも決めることができない。

マダイは鋭い刃物によって切断されており、頭部も調理されたことを示す。前頭骨を左右真二つに切断し

た「兜割」は、潮汁やあら煮といった料理が想定される。主鰯蓋骨も切断されており、出汁の材料やあら煮

として調理したのであろう。イノシシやニホンジカの出土は、狩猟や肉食を示唆する。ニホンジカの枝角、

中手骨、中足骨は骨角器の素材として利用され、出上した枝角に鋸で切断した痕跡が見られる。イノシシの

下顎骨は、犬歯を抜き取ろうとして犬歯の歯槽部に斧や鈍などによって叩切られた痕跡が見られる。また、

イノンシやニホンジカの毛、皮草、爪も武器や武具などの部品に用いられる骨角細工の素材となり、単に食

用とされただけでなく、それ以外の生産に費やされたことが想定される。これらのほかにイヌも食料になっ

た可能性があり、上腕骨 1点には鋭利な刃物で切られた痕跡のほか、寛骨や大腿骨にも切断された痕跡が見

られる。イヌは人間の食料となる以外に、鷹狩りのタカの餌としても利用される (金子1975)。
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第3章 兵庫津遺跡から出土した動物遺存体

第44次調査では、ニホンジカは、町屋が区画される以前の17世紀前期のSX501お よびSX502と いった湿地

状の落ち込みや、調査区の北半東に位置する下層遺構から多 く出土するが、17世紀中期になると出土量は減

少する。一方、イヌは逆に17世紀前期に少なく、町屋が区画される17世紀中期のSK302と その周辺に集中し

て出土量が増加する。町屋が形成される以前には、調査区北部の湿地に解体 したイノシシやニホンジカの残

津を廃棄し、町屋が建設された後は、調査区南部の町屋にともなうゴミ穴にイヌを解体 して投棄 している傾

向が窺える。17世紀前期から中期にかけて、調査区北部に位置する湿地が埋められ、町屋の住民の食料残津

がゴミ穴に捨てられた結果、出土する動物遺存体に変化が見られると考えたい。第42次調査では出土量が少

ないが、18世紀には背中合わせの町屋の間に掘 られた溝に、魚骨や貝殻などの日常生活で生じた食料残津が

廃棄されている。このようにゴミは土坑、溝、自然の落ち込みなど様々な場所に廃棄されるが、イノシシや

ニホンジカといた大型動物と、魚貝類やイヌなどの小中型動物とが、分別して廃棄されたことが想定される。

4 ま と め

今回、兵庫津遺跡から出土した動物遺存体の多くは、人間の食料として消費された残淳と考えられる。瀬

戸内海に面した兵庫津で魚骨の出土は少数に留まるが、発掘中に肉眼で確認できたものだけが採集されたた

めであろう。近世の都市でも、狩猟によって獲られたニホンジカや家畜であったイヌも、人間の食料となっ

ていたことがわかる。ニホンジカの角に見られる加工痕から、発掘地付近で骨角器が製作されていたと考え

られる。都市の成長と土地利用の変化にともない、大型の哺乳類と魚類と小中型の動物の遺体が分別廃棄さ

れていた可能性がある。
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表 1 種 名 表

葛飾区・葛西城址調査会 pp.197263

『兵庫津遺跡』大手前大学史学研究所

タイ科 Sparidae

マダイ Prgrf/s靱 ガο/

フグロ Tctraodonitifomcs

フグ科  Tctraodonitidae

フグ科の一種 Tetraodonitidac gcn et sp indet

鳥綱 ATrcs

キジロ Callifomcs

キジ科 Phasianidae

哺乳綱 Mammalia
食肉目 Camivora

イヌ科 Canidae

イヌ  θαヵねヵ陶〃ブαrね

偶蹄目 A�odactJIla

イノシシ科 Suidae

イノシシ &熔 dc妙
シカ科 Ccwidac
ニホンジカ Cθ″クsηヵりοη

軟体動物門 Mollusca

腹足綱 Casttopoda

アッキガイ科 Mllricidac

アカニシP ttη ttηαッ9ηOS,

斧足綱 Bivalvia

フネガイロ Arcoida

フネガイ科 Arcidae

アカガイ dfp力αttcα うЮ坐勃√οη万

フネガイ科の一種 Arcidae gen et spindet

カキロ OstreOidae

イタボガキ科 Ostteidae

マガキ C靱鰐岱惚胞 grg9d

脊椎動物門 詭 hebrata

軟骨魚綱 ChondrichtⅢ es

板組亜綱の一種 Elasmobranchii,ordeL fam,gen et sp indct.

硬骨魚綱 Osteich■ lyes

スズキロ Percidae
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表2 動物遺存体一覧表 単位 :En

通番 調査 R番号 地  区 遺   構 時  期 大 分 類 小 分 類 部    位 部    分 左右 備   考

I 42次 130-] と区中央 15c～ 江戸初頭 哺乳細 イノンシ 肩甲骨 骨幹部～遠位端 左 GLP41 5SLC32 0

2 42次 130-2 と区中央 15c～江戸初頭 軟骨魚細 サ メ類 椎 骨 推 体 権体横径284

3 42次 1区 SP505 17木 ～18初 鳥綱/J南 乳綱 不 明 四肢骨 ? 破片 小型哺乳類 ?

4 42次 090 焼土層 18c初 頭 哺乳綱 ? 不 明 不 明 破片

5 42次 039 整地層 18～ 19c 硬骨魚綱 マダイ 外後頭骨など 左 切断

6 42次 060
整地層 (第 2面 )

上層
と8～ 19c 骨角器 ウシ/ウ マ ? 四肢骨 櫛仏い/ブラン

7 42次 2区 SD101南畔 江戸後期 (18～ 19c) 硬骨魚綱 マダイ 主饂蓋骨 下位部 右 切 断

8 42次 043 2区 SD10卜 2区 江戸後期 (18～ 19c) 硬骨魚綱 マダイ 前頭骨 右側 切断 (兜割 )

9 42次 SD101最 下層 江戸後期 (18～ 19c) 脹足綱 アカニシ 殻軸

44次 076
南半東
トレンチ

中世包含層含む 中世～17c中 哺乳綱 ニホンジカ 中足骨 骨幹部

11 44次 北半束 SX501南 17c前 鳥綱 キジ科 BI足根骨 骨幹部～遠位端 右 Bd10 5

44次 199 北半東 下層遺構第 6面 P 17c前 ,由子L綱 ニホンジカ 枝角 先端部
骨角器 P切断面摩滅 ?

先端付近 5カ 所に傷

13 44次 199 北半東 下層遺構第 6面 P 7c前 「南▼L綱 ニホンジカ 大L・
R骨 近位部～骨幹部 右

44彬k 204 北半束 第 6面 (*第 5面 )
ユ削 哺乳綱 ニホンジカ 大腿骨 遠位部 左

44次 北半東 第 6面 (*第 5面 )
一別 哺乳綱 ニホンジカ 枝角 角座～第 1分枝 右 藩角・鋸切断

44とκ 北半束 SX501南 一副 哺乳綱 イノンシ 下顎骨 左 オス、叩切

17 44セk 北半東 SX501南 工削 哺乳綱 エホンジカ 大腿骨 骨幹部～遠位端 右 Bd48 4

44セκ 北半東 SX501南 工削 哺乳綱 エホンジカ 権 骨 胸椎

44をk 北半東 SX501南 工削
'甫

乳綱 不 明 不明 破 片

44,欠 北半東 SX502 ユ削 哺乳綱 エホンジカ 肩甲骨 骨幹部～遠位端 左 SLC21 9

44次 北半束 SX501 17c前 Л南乳綱
イノシシ/

ニホンジカ 肋骨 骨幹部

44次 北半束 SX501 17c前
'甫

▼L綱 ニホンジカ 尺骨 近位部～骨幹部 左

44次 寸ヒ半束 SX501 17c前 哺乳綱 ニホンジカ 中手骨 近位端～骨幹部 右 Bp28 3

44次 1ヒ 半束 SD401 17c前～中 硬骨魚綱 フグ科 角骨 関節部付近 右

44次 1ヒ 半東 SD401 17c前～中 硬骨魚綱 フグ浴 酋骨 ほぼ完形 左

44次 南半北部 第 4面検出中 17c前～中 哺乳細 ニホンジカ 艇骨 骨幹部 右

44次 南半北部 第 4面検出中 17c前～中 哺乳綱 肋骨 骨幹部

44次 南半 SK401 17c前～中 哺乳綱 イ ヌ 睡彎 骨幹部 左 ?

44次 南 半 SK416 17c前～中 哺乳綱
イノシシ/

ニホンジカ
肋骨 骨幹部

44次 北半西 SK306 c中 斧足綱 マガキ 殻 体 右

44次 078-1 南半 SK302 c中 J甫▼L綱 イ ヌ 下顎骨 下顎体 左 M3萌 出

44次 078-2 南半 SK302 c中 腹足綱/斧足細 不 明 殻体 破 片

44次 069 南半 第 3面検出中 c中 口南▼L綱 イ ヌ 艇脅 骨幹部～遠位端 左 Bd23 5

44次 082 南半 SK302 c中 哺乳綱 頭霊骨 頭頂骨 右 未縫合 幼獣

44次 082 南半 SK302 c中 哺乳細 撓骨 骨幹部～遠位端 左 Bd22 9

44次 084 南半 SK302 17c中 哺乳細 上腕骨 ほぼ完形 左 Bp26 4Dp40 0

44次 084 南 半 SK302 17c中 哺乳綱 イ ヌ 上腕骨 骨幹部～遠位端 右
遠位部外側4条 の傷
Bd33 3

44次 084 南半 SK302 17c中 哺乳綱 イ ヌ 上腕骨 近位端～骨幹部 右 Bp31 0Dp36 1

44次 084 南半 SK302 17c中 昨曾▼L峠岡 イ ヌ 1【骨 近位端～骨幹部 左 Bp29 7

44次 084 南半 SK302 17c中 哺▼L綱 イ ヌ 尺骨 近位端～骨幹部 左 DPA14 3SD021 8

44次 084 南半 SK302 17c中 Л南▼L率冊 イ ヌ 大腿骨 近位部～逮位端 左 Bd31 9

44次 南半 礫集中部 17c中 コ甫子L綱 イ ヌ 大腿骨 近位部～骨幹部 左 近位部切断 ?

44次 171 南 半 礫集中部 17c中 哺乳綱 イ ヌ 寛骨 寛骨臼～腸骨 左 切断

44次 171 南 半 礫集中部 17c中 哺乳綱 イ ヌ 睡骨 近位き卜～骨幹部 左

44次 177 南半 南東隅集石 17c中 哺乳綱 不明 不 明 破片

44次 北半東 第 2面上層 17c末 斧足綱 マガキ 殻体 左

44次 北半東 中央石列検出中 17 c tt P 斧足綱 フネガイ科 殻体 破 片

44次 南半 第 1面盛土 17c末～ 18c初 腹足綱 アカニシ? 殻体 破 片

44次 南 半 第 1面 18c初 斧足綱 アカガイ 殻体 左

44次 近代 斧足綱 ハマグリ 殻体 右

44次 近代 斧足綱 ハマグリ 殻体 右

44次 近代 腹足綱/斧足細 小 明 設体 破 片

44次 北半束 椛乱 4

'甫

乳綱 イノシシ 遊離歯 ? 下顎切古 ? 歯根部 ?

ll測はDriesch(1976)に 拳じた
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第 4章

第 1節

第 7遺構面

第 6遺構面

第 5遺構面

第 4遺構面

第 3遺構面

第 2遺構面

第 1遺構面

まとめ

兵庫津遺跡第42次調査地の変遷

今回の調査では、中世から近代に至る 7面の遺構面を確認した。ここでは調査成果か

ら、調査地の変遷をみてみたい。

第7遺構面からは主として、15～ 16世紀の遺物を伴う大型円形土坑や、不定形な落ち

込み多数を検出した。多量の瓦が出土した事から、付近に建物の存在が推定されるが、

その出土状況は廃棄を想定させるものである。瓦の時期は概ね15世紀代と考えられ、鬼

瓦を伴うことから大規模な建物の存在が窺われる。近隣地では本調査地北西側に近接す
61

る第13次調査で、15世紀を中心とする14世紀～16世紀の遺構、遺物が検出され、14世紀

の丹波焼埋奏遺構、15世紀の方形基壇状遺構が検出されている。また、 F兵庫北関入般

納帳習 (文安 2年 〔1445〕 )の地下船船頭肩書地名に、調査地付近の鹿屋町に対応すると
の

考えられる「□ (亥)辻子」が見られる事から、調査地付近では、15世紀半ばにはすで

に町屋が形成されていたことが推定されるが、屋敷地害Jは確認されなかった。

第 6遺構面は整地と、錯綜する遺構の切 り合いから生活面としての検出はできなかっ

た。SX602か らは17世紀後半代と考えられる遺物が出上している。SX602石組の主軸は、

やや北に振る東西方向ではあるが、第 6遺構面についても、屋敷地割は確認できない。

第 5遺構面は上面を火災層に覆われている。これ以降は、ほぼ同じ屋敷地割で町屋が

形成されている。17世紀後半～18世紀の遺物が出上してお り、この時期には 1区および

2、 3区の東半が、東西主軸の短冊型屋敷地割の町屋で、西半は円形や不定形の土坑が

複雑に切 り合う状況から、町屋背後の空間地における廃棄坑とも考えられる。

1区でのみ検出された。第 5遺構面を覆う炭層上面を整地して、町屋を形成している。

第 3遺構面も火災層に覆われる。SB301等 の遺構面は固く焼締まり、火勢の強い火災

であった事が窺われる。第 5遺構面の火災層も含め、火災規模と出土遺物の時期、第 5

遺構面及び第 3遺構面出土の寛永通賓に、元文 4年 (1739)以降鋳造の鉄銭が含まれな
D

い点から、両者の内どちらかが宝永 5年 (1708)の大火に伴う可能性がある。また、時

期的には貞享年間 (1684～ 1688)の 大火も記録されているが、町場では火災がしばしば

発生したとされ、個別の火災の存在も予測されるため、慎重な検証が必要である。

第 2遺構面は第 3遺構面を覆う火災層の上面に形成されている。火災層には建築部材

などの焼け残りの資材などが確認できないため、第 3遺構面の火災鎮火後に整地が行な

われ、その後、第 2遺構面が形成されたものと推定される。町屋は検出されなかった。

第 1遺構面では西側に石積を有する掘割状の溝から、多量の遺物を検出した。多くは

18世紀～19世紀にかけてのものであるが、特筆されるものとしてベ トナム産陶器と考え

られる重の破片が出土した。これは焼締長胴壷 (切溜)に類似する。ベ トナム陶器焼締

長胴壺は [南蛮切溜花入]と 呼称されて華道で使用され、伝世品も多いものである。江

戸、京、堺環濠都市遣跡、大坂城下、博多、長崎等の安土桃山～江戸時代前期の都市遺
9)

跡からの出土例が報告されており港湾都市として栄えた兵庫津を反映するものである。

また、多種多様の遺物の出土から、町場における生活の多様性、物資の流通が窺われる。
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第 6・ 7遺構面 (15世紀～17世紀)

第 5遺構面 (17世紀後半～18世紀前半)

第 4遺構面 (17世紀後半～18世紀前半)

第 3遺構面 (17世紀後半～18世紀半)

第 2遺構面 (18世紀～19世紀)

第 1遺構面 (19世紀)

¬g.38 第42次調査地の変遷
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第 2節 元禄期の兵庫津復元と第42次調査地

元禄絵図

との対比

現存する兵庫津最古の絵図である、『摂州人部郡福原庄兵庫津絵図』(元禄 9年 〔1696〕 )

(以下元禄絵図)か ら元禄期の兵庫津の様子は知られていたが、近年の発掘調査成果か

ら、その正確さが実証されつつある。これまでの調査成果から、元禄期の兵庫津復元を

試みたい。

近代に入ってからの兵庫津一帯の詳細な地図に明治16年 (1884)内務省地理局作成の

『ネ申戸兵庫実沢1固』がある。 F元禄絵図』および現在の街路と対比すると、道路の拡幅

等は考えられるものの、『元禄絵図』の町割が明治16年 の段階では良好に残されている

状況が確認できる。兵庫津遺跡の発掘調査では、平成13年度に実施した須佐野通での第

26次調査で真光寺旧境内地を巡る濠の北東角、その北側の須佐之入江に注ぐ河道の一部、

東西方向の道路 (fig.39A)を 検出した。平成14年度には柳原惣門跡の発掘調査 (第 29

次)が実施され、惣門の一部、その外側の濠が検出された (fig。 39B)、 さらに平成 8年

度の兵庫県教育委員会の調査における入江町の船入江に伴う石垣の一部の検出 (fig。 39

C)、 平成15年度の第35次調査の兵庫勤番所 (兵庫城)に伴うものと考えられる石垣の

検出 (fig,39D)と 東出町、西出町等で良好に現在の街路に残される 属元禄絵図』当時

のものと考えられる町割などを元に、現在の地形図へ明治16年の街路を投影させ、復元

を行なったものが fig。 39で ある。この作業の中で、兵庫津外の周辺部に明治16年当時の

道路が現在も残されている箇所 (E、 Fな ど)があり、周辺地の復元の助けとなった。

この復元図から、調査地周辺の復元を行なうと (fig.40)、 調査地は、湊口惣門から兵

庫津中を札場の辻へと南下する西国街道の 1本西側の南北方向の道路 (調査区東に現存)

西側に面しており、「長福寺町」と「鹿屋町」の境付近に位置するものと推定される。

このことから第 1遺構面で検出したSD101は 町境を流れる排水路的な機能を持った溝

である可能性が考えられる。検出した町屋群はこの南北の道と調査区北束の交差点から、

3区北部に存在したであろう永沢口へ向かう東西方向の道 (撹乱により消滅か)に面し、

直交する細長い短冊型の区画の町屋が並んでいたものの内、南北道路に面する範囲と考

えられる。 3区 SX501出 上の「坤」(fig.15-45)及 びfig.16-47の「巽」墨書土器は、

出土地点から南北方向の建物の地鎮に伴うものと考えられ、後世の撹乱と調査範囲から、

確認できなかったが、 3区北半には永沢口に向かう東西方向の道路に面する南北主軸の

町屋などの建物の存在を示唆するものである。調査区の北西には東西道路から長伝寺ヘ

向かう南北の道が分岐、その道の西側には法界寺、調査区の南西には西幸寺が所在する

寺院と町屋が混在する一帯であったと考えられる。

調査地は『元禄絵図』ではすでに建物が描かれ、調査地の周辺にも建物が建ち並んで

いる状況が描かれている。これにより、『元禄絵図』の作成された17世紀末の段階では、

町屋が形成されていることが確認できる。今回の調査地での屋敷地割については、17世

紀後半以降にその変遷を辿ることができる。本調査地の北東の七宮町 2丁 目に位置する

第14次調査 (旧第15次、元禄期には宮前町に相当。)及び、第20次調査 (元禄期には北

宮内町に相当。)においては、16世紀末～17世紀前半にかけて、17世紀半ば以降へ継続

する町屋の成立が指摘されているが、本調査区では、16世紀代の遺物の出土は確認され

調査地の位置

屋敷地割
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与さ A 第26次調査地

B 第29次調査地

C 第15次調査地

D 第35次調査地

G 第14次調査地

H 第20次調査地
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ng 40 調査地周辺復元図 (S=1:2,500)
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るものの、その成立については、確認することができなかった。また、『元禄絵図』に

相当する遺構面の特定は、遺構に伴う出土遺物が少ないことから、困難ではあるが、SX

501出土遺物 (fig.15)や 、焼土及び整地層内出土の銭貨 (fig,36)の 時期から、現状で

は第 5遺構面が、 F元禄絵図』の時期に相当する可能性が高い点を指摘 してお く。

屋敷地割については、後世の撹乱の影響を大きく受けていたことと、調査範囲から、

町屋及び屋敷地の全体を検出できなかったため、詳細については不明である。しかし、

第 5遺構面ではSB502と 503の南北幅から、第 3遺構面ではSB301～ 303の南北幅から間

回は 5m前後に復元される。東西の奥行は第 5遺構面では定かではないが、第 3遺構面

ではSB301、 303の 西側の落ち込みへのラインに差異がみられることから、地割の東西

の奥行には長短があることが窺われる。第14次調査では、屋敷地割を示 した現存する

『水帳絵図』 と合致し、地割の奥行に長短があることが、発掘調査成果と絵図の両方で

確認されている。また屋敷地割については、北浜では町屋の平均的な屋敷地割は、間口

3間 (約5.4m)、 奥行 6間半 (約 10.8m)程 とされるが、調査区付近の岡方では多彩な

形状が確認されるとの指摘があり。今後の本調査地付近の調査の進展により、その屋敷

地割の遺構が明らかとされよう。
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今後の課題 兵庫津は、絵画資料や文献が数多く現存しており、多方面からの総合的な検証が可能

な稀有な地域である。しかし、兵庫津遺跡の発掘調査成果と他分野との総合的な検討は、

一部を除いて、未だ進展しているとは言えないのが現状である。

近世以前の兵庫津遺跡の状況については、一部で遺構・遺物が検出されているが、全

体的な様相については、不明な点が多い、しかし、今回の調査では、遺構の完掘につい

ては、実施することができなかったものの、15世紀代の鬼瓦を含む多量の瓦を初めとす

る、多くの遺物の出上が確認された。調査区の北西側に近接する第11・ 13次調査におい

ても、15世紀を中心として、14～ 16世紀に至る遺構、遺物が確認されていることから、

調査区周辺に中世段階における、濃密な遺構、遺物の分布が推測される。また鬼瓦の存

在や、多数の瓦の出土から、大規模な建物の存在が考えられる。

近世については、後世の撹乱の影響から、限られた範囲での遺構の確認であったが、

2面の火災面と3面の町屋遺構の検出、第 1遺構面からの堀状遺構の検出とベトナム陶

磁の出土など、その成果には大きなものがあった。しかし、町屋の規模については全体

規模を確認することはできず、調査区北半での東西道路の存在と、これに面するであろ

う南北主軸の町屋については、明らかにすることはできなかった。

今回は F元禄絵図』から現在の地形図へ、元禄期の兵庫津を投影する復元を試みた。

兵庫津には『元禄絵図』以降にも、F摂津国矢田部郡福原庄兵庫地図』(宝暦元年 〔1751〕 )、

『兵庫津絵図』 (明和 6年 (1769〕 )、 属津中絵図控』 (嘉永 3年 〔1850〕 )な どの絵図が現

存しており、時代の変遷と共に、市街地が周辺部へと拡大していく状況が確認できる。

これまでの発掘調査成果においても、『元禄絵図』で町場ではない範囲から、元禄期以

降の遺構、遺物の確認がされている。今後、兵庫津全体の復元が進展することにより、

その変遷過程の検証についても可能となる。今回の復元案は今後の調査の進展により、

修正が必要なものであり、まずは兵庫津復元に向けた一案としたい。

第 3節  おわ りに

今回の調査では、兵庫津の中心部における町場の変遷の一端を確認することができた。

しかし、兵庫津の検証はごく一部であり、全体復元には未だ遠い状況にある。今後の調

査の進展と総合的な検証から、瀬戸内海航路有数の港湾都市として栄えた兵庫津の復元

に向けて、ひとつひとつの調査データの積み重ねが重要である。その点から、今回の調

査は町場内の変遷の貴重なデータを提供したものといえよう。
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図版 3

3区第 5遺構面空中写真 (南西から)
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図版 4

SX501(耳とから) 1区第 4遺構面金景 (西 から)

1・ 2区第 3遺構面空中写真 (東 から) 3区第 3遺構面空中写真 (南西から)



図版 5

1区第 3遺構面全景 (南西から)
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2区第 3遺構面全景 (東 から)
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3区第 3遺構面全景 (南 から)



図版 6
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1区第 2遺構面全景 (南西から)

2区第 2遺構面全景 (東 から)
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SK201(i巧 から)



図版 7
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1・ 2区第 1遺構面空中写真 (東 から) 2区第 1遺構面全景 (東から)

SD101西側石積 (東 から)



図版 8

第 6・ 7遺構面出土遺物 (1)



図版 9

第 6・ 7遺構面出土遺物 (2)



図版 10

SX708出土鬼瓦

第 6。 7遺構面出土遺物 (3)

SX602出土遺物



図版 11

SB503・ 504出 土遺物



図版 12

遺構に伴わない遺物

46 sB401出
土遺物

SX501出土遺物

SX401出土遺物



図版 13

SB301,303出 土遺物

焼土層出土遺物 SK201出土遺物



図版 14

SK201・ 202出土遺物
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SK203出土遺物 SK207出土遺物



図版 15

SD101出土遺物 (1)



図版 16

SD101出土遺物 (2)



図版 17
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SD101出 土遺物 (3)

第 1遺構面出土遺物



図版 18

漁具



図版 19

鉄製品

QQ戯 金 lQQ3

銅銭 銅製品



図版20
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1 イノシシ肩甲骨 (左)2サ メ類椎骨 6骨 角器 7マ ダイ主饂蓋骨 (右)8マ ダイ前頭骨 ■ キジ科腫足根骨 (右 )

12ニ ホンジカ枝角 13ニ ホンジカ大腿骨 (右)15ニホンジカ枝角 (右)16イ ノシシ下顎骨 (左 )

17ニ ホンジカ大腿骨 (右)22ニ ホンジカ尺骨 (左)23ニホンジカ中手骨 (右)25フ グ科歯骨 (左)31イ ヌ下顎骨 (左 )

33イ ヌ雁骨 (左)35イ ヌ撓骨 (左)36イ ヌ上腕骨 (左)39イ ヌ怪骨 (左)40イ ヌ尺骨 (左)41イ ヌ大腿骨 (左 )

43イ ヌ寛骨 (左)46マ ガキ (左)49ア カガイ (左)51ハマグリ (右 )

*番号は表 2動物遺存体一覧表の通番に対応する

出土動物遺存体
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